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代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

自
民
党
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

公
明
党

緑
友
会

冒
頭
、
下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
３
月
中
に
も
関
係
２

県
２
市
、地
元
経
済
界
、議
員
連
盟
と
と
も
に
、国
に
対
し
要
望

を
行
い
、
議
員
連
盟
と
力
を
合
わ
せ
、
下
関
北
九
州
道
路
の
一

日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
対
策
と
広
域
連
携
に
つい
て
は
、
九
州
・
山
口
地

域
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
各
県
が
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、こ
う
し
た
広
域
連
携
を

効
果
的
、
効
率
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
各

県
で
支
援
・
受
援
の
両
面
で
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や
ス
タ

ッ
フ
の
待
遇
に
つ
い
て
は
、今
後
、県
と
し
て
国
の
補
助
制
度
を
十

分
に
活
用
し
、実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、職

員
の
処
遇
改
善
を
進
め
る
。利
用
料
減
免
に
つ
い
て
は
、減
免
制

度
を
設
け
て
い
る
市
町
村
が
約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
料
減
免
の
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
で
減
免
制
度
が
全

県
下
に
拡
大
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

農
林
水
産
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
大
事
な
農

林
水
産
業
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
攻
め
の
農
林
水

産
業
に
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
一
体
的
に
取
り
組
む
施

策
を
中
心
に
、
各
種
施
策
の
方
向
性
を
明
確
に
示
す
も
の
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度
か
ら
、
保
育
所
等
整
備
交
付
金
等
の
国
の
地
域

区
分
撤
廃
が
実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
は
、「
議
会
か
ら

の
問
題
提
起
を
受
け
、
議
会
と
一
体
で
国
に
働
き
か
け
た
成

果
」と
評
価
し
た
上
で
、「
地
域
区
分
撤
廃
に
よ
る
本
県
の
補
助

基
準
額
の
引
き
上
げ
は
、
保
育
事
業
者
の
施
設
整
備
意
欲
を
高

め
る
契
機
と
な
る
。
今
後
、
市
町
村
と
連
携
し
、
保
育
所
等
施

設
の
整
備
・
充
実
を
促
進
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
げ
る
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

玄
海
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
知
事
は
市
町
村
か
ら
住
民

説
明
会
の
希
望
が
あ
れ
ば
、「
九
州
電
力
に
開
催
を
働
き
か
け

る
こ
と
」と
、
玄
海
原
発
再
稼
働
の
動
向
を
踏
ま
え
、「
県
民
に

し
っ
か
り
と
説
明
す
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
昨
年
１２
月
の
施
行
を
受
け
、
部
落

差
別
の
完
全
解
消
に
つい
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
は
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
は
県
政
の
重
要
課
題
と
の
認
識
を
示
し
、
部
落

差
別
の
な
い
社
会
実
現
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
今
年
４
月
か
ら
、
緊
急
通
報
番
号

の
１
１
０
番
・
１
１
９
番
も
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
空
港
や

駅
の
観
光
案
内
所
等
で
配
布
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
に
も
移
動
の
バ
ス

車
内
で
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
わ
が
会
派
の
質
問
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
教
員
採

用
試
験
の
受
験
年
齢
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幅
広
い
年

齢
層
の
人
材
が
受
験
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３

０
ア
ジ
ェン
ダ
」
で
は
、
最
も
配
慮
す
べ
き
存
在
に
、
子
ど
も
と

若
者
の
活
躍
の
機
会
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
深
意
に
沿
う
べ
く
、
本
県
の「
福
岡『
働
き
方
改
革
』に
向

け
た
共
同
宣
言
」の
実
効
性
を
求
め
、
若
者
・
女
性
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
の
多
様
な
働
き
方
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
取
り
組

み
に
つい
て
質
し
ま
し
た
。

公
明
党
福
岡
県
議
団
は
、
福
岡
県
内
の
就
労
者
の
労
働
環
境

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
長
時
間
残
業
等
の
実
態
や
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
を
基
に
、
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
離
職
防
止
対
策
の
具
体
的
施
策

を
求
め
、
県
は
平
成
２９
年
度
か
ら
改
善
に
取
り
組
む
企
業
に
個

別
相
談
や
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
及
び
地
域
協
議
会

の
設
置
の
推
進
を
質
し
、
障
が
い
理
解
への
普
及
・
啓
発
、
中
小

企
業
へ
の
法
定
雇
用
率
達
成
の
取
り
組
み
や
障
が
い
者
優
先
調

達
の
具
体
的
推
進
に
つい
て
確
認
。
次
世
代
への
平
和
文
化
事
業

の
推
進
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
への
支
援
、
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
や
児
童
虐
待
に
関
す
る
県
の
施
策
、
潜
在
保
育
士
の
活
用
・
確

保
、
義
務
教
育
未
修
了
者
等
の
教
育
機
会
の
確
保
、
音
声
教
材

の
普
及
・
活
用
及
び
教
員
研
修
の
現
状
な
ど
を
質
し
、
県
は
一

層
の
支
援
を
図
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

緑
友
会
福
岡
県
議
団
は
、
平
成
２９
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に

つい
て
、
新
規
就
農
者
支
援
、
医
療
問
題
、
災
害
に
強
い
福
岡
県

づ
く
り
な
ど
を
取
り
上
げ
、
政
策
提
言
を
行
い
、
知
事
の
考
え

方
を
質
し
ま
し
た
。

防
災
情
報
を
担
う
次
期
福
岡
県
防
災
・
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
で
は
、
平
成
３０
年
度
ま
で
の
総
額

３０

６９
億
円

の
事
業
の
入
札
状
況
を
質
し
、
本
年
２
月
に
入
札
参
加
業
者
の

一
部
に
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
排
除
措
置
命
令
が
出
さ
れ
、
県

で
は
指
名
停
止
措
置
を
行
っ
た
。
入
札
執
行
に
つい
て
慎
重
に
検

討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
県
医
師
会
診
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
と
び
う
め
ネ
ッ

ト
）の
構
築
に
対
し
て
、
総
額
１６
億
３
，６
０
０
万
円
余
の
助
成

を
行
い
、
医
療
機
関
数
４
０
８
施
設
、
患
者
数
５
，０
８
２
人
、

参
加
自
治
体
４
市
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
今

後
は
、
平
成
３７
年
度
ま
で
に

３７

２９
万
人
を
目
標
に
患
者
登
録
拡
大

を
働
き
か
け
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
市
町
村
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
推
進
す
る
た
め
に
提
案
を
行
い
、
リ
ー
ス
方
式
や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
（
民
間
活
力
と
資
金
を
可
能
な
限
り
活
用
し
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
を
実
現
す
る
手
法
）
に
よ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
促
進

す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
教
員
採
用
試
験
に
つい
て
、
二
次
試
験

以
降
で
不
採
用
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
非
常
勤
講
師
枠
で
採
用

し
、
来
年
度
以
降
の
一
次
試
験
を
免
除
す
る
制
度
を
提
案
し
、

教
育
長
か
ら
は
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

提出された議案

可決された意見書

○受動喫煙、いわゆる間接喫煙防止対策強化措置に
対する意見書

○水素ステーションの整備促進を求める意見書
○スポーツ指導者の新たな国家資格制度の創設を図

り、効果的な活用を求める意見書

平成２９年２月定例会では議案８１件が提出さ
れ、いずれも原案のとおり可決、承認または同
意されました。

○予算議案 ３３件
・平成２９年度福岡県一般会計予算
・平成２８年度福岡県一般会計補正予算（第５号）

など
○条例議案 １７件

・福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に
関する条例の制定について

・福岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関す
る条例の制定について

・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

・福岡県職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

・福岡県県立学校職員定数条例及び福岡県市町村
立学校職員定数条例の一部を改正する条例の制
定について

・福岡県警察の組織及び定員に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

・福岡県医療施設耐震化臨時特例基金条例を廃止
する条例の制定について

・福岡県地域医療再生基金条例を廃止する条例の
制定について など

○専決処分したものについて報告し承認を求める議
案 １件

○契約の締結に関する議案 ５件
・包括外部監査契約の締結について
・工事請負契約の締結について など

○経費負担に関する議案 １３件
・空港整備事業の経費の負担について など

○人事に関する議案 ３件
・副知事の選任について
・監査委員の選任について
・福岡県土地利用審査会委員の任命について

○その他の議案 ９件
・福岡県行政改革大綱の策定について
・福岡県公共施設等総合管理計画の策定について
・福岡県総合計画の策定について
・福岡県交通ビジョンの策定について
・公立大学法人福岡女子大学に対する出資について
・公立大学法人福岡女子大学定款の一部変更につ

いて
・第１０次福岡県職業能力開発計画の策定について
・福岡県農林水産振興基本計画の策定について
・福岡北九州高速道路公社定款の一部変更に対す

る同意について


